
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続的可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル ＪＡ農業塾             ＪＡ名 佐伯中央 （広島県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

 ＪＡ佐伯中央管内の地域性（季節性・都市近郊など）を活かした野菜栽培を推

進するため、新たに農業を始めたい人や今まで以上に栽培技術を高めたい人等に、

営利栽培的な農業技術（知識・技術）の基礎を習得して頂き、地産地消並びに食

の安全・安心を推進するとともに出荷拡大の支援や担い手の育成を目的としてい

ます。 

 

 

 

２ 概要 ○座学、実習を含め１５回実地 

○募集人員は３０名 、受講料３０００円 

 

 

３ 成果 

（効果） 

ホウレンソウ等の品目で新規営農者が誕生しており、事業拡大の際には農業業

融資等が見込めます。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

現在、新規営農者は一名ですが今後はさらに新規営農者を増やしていくととも

に休耕地なども活用し、紹介することで地域の活性化につなげていきたいです。 

 


